
 

文通費どころじゃない維新の血税かすめとり！ 橋下徹が「政党交
付金を国に返す」宣言の裏で返還せずダミー団体に横流しプール
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「文書通信交通滞在費」（文通費）の問題で、今回の火付け役となった日本維新の会副代
表の吉村洋文・大阪府知事の開き直りが醜さを増している。自身も在職日数1日で満額
100万円を受け取っていたことが判明したというのに、吉村知事はその使途を公開しよう
ともせず、昨日の会見で「ブーメラン刺さってますけど、社会が良くなればそれでいい」
などと自己正当化。本日放送の『ひるおび！』（  TBS  ）ではようやく吉村知事の      100      万円  
受け取りの話題を取り上げたが、その時間はわずかなもので、さらには、男性アナウン
サーは吉村知事が自己申告したことを「潔いというか」と紹介する始末だった。

　どこが「潔い」だ。吉村知事が過去の100万円受け取りを公表したのは、れいわ新選組
の大石あきこ衆院議員が衆議院事務局に裏取りした上でその事実を      Twitter      に  書き込み、
また本サイトが維新の党本部に取材をおこなって事実確認した直後のこと。ようするに、
追い詰められて自白しただけの話だ。

　しかも特筆すべきは、吉村氏が100万円を受け取った際の悪質さだ。これまで本サイト
で指摘してきたように、今回当選した衆院議員に支払われた100万円は10月 31日が選挙
の投開票日で、その1日が10月分の在職日数にカウントされたという不可抗力だったが、
吉村氏の場合、自身の判断によってわざわざ月はじめの1日に辞職願を出し、その結果、
100万円の文通費が支給されたのだ。さらに、昨日の記事でお伝えしたように、吉村氏は
たった1日で文通費をもらったと思われる前後に、橋下徹と松井一郎を前にして文通費に
言及し「もうちょっと内緒にしといてもらったら（笑）。あれ、完全に第2の財布ですか
らね」などとネット番組で語っていた。ようするに“確信犯”だった可能性はまったく払
拭できていないのだ。

　その上、吉村知事はこれまで「文通費の使途を公開してるのは日本維新の会だけ」など
とアピールし、「桜を見る会」の名簿破棄が問題になった際には〈でも文通費はどうだ？
維新が公開したから批判もできる〉〈維新以外は公開すらしてない。ブラックボックス。
メディアはこっちを批判しないと〉などと論点ずらしの材料にまでしてきた。にもかかわ
らず、吉村知事と維新は過去に受け取った問題の100万円の使途報告書を公開する姿勢さ
え見せず、いまだにどのように      100      万円が使われたのかを隠している  のだ。

　ところが、ほとんどのメディアがこうした吉村知事の問題や疑惑には触れようともせず
「文通費にメスを入れた立役者」として扱いつづけ、維新があたかも「身を切って国会の
非常識を正す改革政党」であるかのように喧伝しているのである。腐りきっているとしか
言いようがないだろう。

　だが、メディアも維新自身も見て見ぬふりをしている問題はまだある。それは「政党交
付金」の問題だ。

　維新はこれまで「身を切る改革」を掲げ、“まずは自ら率先して国会議員の既得権益を
改革する”ことを強調してきた。ところが「政党にとって最大の既得権益」「税金の無駄
遣い」とも言われ、全国民 1人あたり年 250円、年間約 300億円という文通費以上の税金
が投じられている政党交付金については問題視せず、今年も維新は約 18億円の政党交付
金を受け取っている。ちなみに、政党交付金を受け取れる要件を満たしながらも受け取っ
ていないのは日本共産党だけ。維新は何かあると共産党を猛攻撃して批判するが、共産党
が受け取っていない分の政党助成金は維新にも配分されているのだ。

「身を切る改革」と喧伝しながら億単位の政党交付金はちゃっかり受け取ってきた維新

「身を切る政党」と言いながら、政党交付金にはメスを入れずにちゃっかり受け取る──。
今回、吉村知事の問題に切り込んだ大石議員も〈維新は今年度の政党交付金18億円を返
してから、偉そうなこと言え。来年は当然もらうなよ〉とツイートしていたが、維新が



「自分たちは身を切っている」と主張するならば、まずは自らを正せというのは当然の
ツッコミだろう。

　しかし、維新は「最大の税金の無駄遣い」に切り込まず、平然と政党交付金を受け取っ
ているだけではない。維新は姑息な“政党交付金の返還逃れ”を働いたこともあるのだ。

　事の発端は2015年、維新の党は最高顧問だった橋下徹と当時大阪府知事だった松井一
郎の離党を皮切りに党内の“大阪派”と執行部の対立が激化、政党交付金をめぐって銀行
通帳や印鑑を奪い合うという泥仕合になった。そこで橋下氏は2015年 10月にTwitterで
こう呼びかけることで、カネを争う汚いイメージを払拭しにかかった。

〈維新の党を作った者の責任として維新の党を解党し支払いを終えて残ったお金は国庫に
返納することを決めました。有権者の皆さん本当に申し訳ありませんでした。維新の党は
日本の国にとって百害あって一利なしです。これから潰しにかかります。これは政党交付
金を少しでも国民の皆様にお返しするためです〉
〈維新の党はここまでの事態に陥った以上、いったん解党して政党交付金を国に返すべき
だ。他党に回ろうとも今の維新の党が受け取る資格はない。有権者にお詫びして、皆リ
セットして一から出直し。そして次の選挙で審判を受ける。これしかない。維新の党の永
田町組な何を考えているか分からない〉（原文ママ）

　ご存知のとおり、結局のところ離脱した大阪組は松井氏の新党「おおさか維新の会」に
合流。残った執行部は民主党と合流し民進党になったわけだが、しかし、橋下氏が宣言し
ていた「政党交付金の返還」はなされなかった。

　というのも、維新の党が受け取った政党交付金は2014年 12月中旬に所属議員に分配さ
れたが、離党する大阪組の各支部は年末の解散を控えながら、その多くを使いきれず“手
元”に残したままでいた。もちろん、そのまま支部を解散すれば政治団体ではなくなるの
で、その場合、交付金は国庫に返還しなくてはならない。

　そこで彼らが利用したのが、2015年 12月 11日に申請された「なんば維新」なる聞きな
れない政治団体だった。所在地は当時のおおさか維新の会とまったく同じで、その代表は
松井氏の府議時代からの私設秘書。維新の大阪組は、この急ごしらえの「なんば維新」と
いうダミーの政治団体に寄附のかたちで金を移動。「なんば維新」の2016年分の政党交
付金使途等報告書を確認すると、こうして移された合計8689万2898円が政党助成金だっ
た。つまり、維新はこうして国庫に返還されるべき金をかすめとったのである。

維新こそ本当の“税金ドロボウ”！ 国庫に返還すべき政党交付金をダミー団体に横流し
プール

　そして、「なんば維新」に一旦プールされた政党交付金は、年を越して、おおさか維新
の会の各支部に戻されたものと考えられる。そのカラクリを、他ならぬ維新離党組の足立
康史・衆院議員が当時、  Twitter      で口を滑らしていた  からだ。

〈維新の党の残金は、当面の必要経費を除いて国庫に返納しました。必要経費については、
残留組は維新の党として年越しできましたが、おおさか組はできません。そこで、なにわ
維新という暫定の箱を作って年越しした次第です。ザッツオール。〉（2016年 5月26日
付け、原文ママ）

　足立議員は〈必要経費〉などとごまかしているが、〈暫定の箱を作って年越し〉を狙っ
たことをはっきり認めているのだ。なお、足立議員はツイートで「なんば維新」ではなく
「なにわ維新」と書いていたが、調べてみたところ、これは単純な取り違えのようだ。

　繰り返すが政党交付金は国民の血税である。その返還すべき血税を、維新はこのような
姑息な手口で自分たちのものにしたのである。また、この返還逃れの実態が明確になって
も、維新はこの問題をシカトしつづけ、国庫への返還もしていないのだ。

　しかも、当時「残った政党交付金は国庫に返納する」と宣言した張本人である橋下氏も、
「なんば維新」の問題を無視しつづけているくせに、今回の文通費問題では“維新の手
柄”であるかのようにテレビで猛アピール。さらに問題の矛先を与党ではなく野党に向け



て露骨な野党批判を展開し、前述した大石議員の〈維新は今年度の政党交付金18億円を
返してから、偉そうなこと言え〉というツイートにも噛みつき、〈政治闘争資金として政
党交付金があることも知らないようだ〉などと批判。一方、元維新の丸山穂高・前衆院議
員に政党交付金の不適切使用を暴露されたからか、ここに来て国政維新に対して政党交付
金から支出される可能性もある組織活動費、政策活動費の使途を公開すべきなどだと主張
している。

　維新が活動費の使途を公開したところで文通費における「セルフ領収書」のように抜け
道をつくり出すことは明々白々で何の意味もないが、ようするに橋下氏は「最大の税金の
無駄遣い」と言われる政党交付金を「政治闘争資金だ」などと正当化するだけではなく、
政党交付金の問題を「活動費の使途の公表」にずらそうとしているのだ。

　ともかく、国に返還すべき国民の血税をかすめ取っても平然としてきたくせに、何が
「身を切る改革」だ、という話だが、ところがメディアは吉村知事の100万円受け取り問
題をはじめ、こうした看板倒れでしかない維新の実態を報じようとせず、橋下氏のような
“維新の代理人”を平然と公の電波に登場させているのである。

　メディアがこの調子だと、来年の参院選では維新がさらに躍進することになるのは目に
見えているが、そんなことは看過できるはずがない。維新がいかに「口だけ番長」である
のか、市民の手によってどんどん暴いていくほかないだろう。

（編集部）最終更新：2021.11.17 10:36


